
上
野
誠
の
吉
野
万
葉
塾

 

●
平
成
二
八
年　

三
月
一
二
日
（
土
）

　
  「

作
寳
楼
で
新
羅
の
客
を
遇
す
る
宴
の
詩
」

　
  

講
師
：
上
野　

誠
氏 （
奈
良
大
学
文
学
部 

教
授
）

  　

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　

  

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
四
〇
名 

　

  

参
加
費
：
五
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

吉
野
を
学
ぶ
歴
史
講
座special

●
平
成
二
八
年　

三
月
二
〇
日
（
日
）

　
「
吉
野
の
南
北
朝
時
代
」　

　

 

講
師
：
亀
田　

俊
和
氏

（
京
都
大
学
文
学
部  

非
常
勤
講
師
）

　

 

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　

 

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

 

定
員
：
四
〇
名

　

 

参
加
費
：
三
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
ー
ク

 

●
平
成
二
八
年　

三
月
一
九
日(

土)

　
「
宮
滝
遺
跡
発
掘
調
査
速
報
」

　

  

話
者
：
吉
野
歴
史
資
料
館  

学
芸
員

　

  

時
間
：
一
三
時
三
〇
分
～
一
四
時
三
〇
分

　

  

場
所
：
吉
野
歴
史
資
料
館

  　

参
加
費
：
三
〇
〇
円　

　

 

※
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
ー
ク
は
申
し
込
み
不
要

現
地
学
習
会

  

①
平
成
二
八
年
一
月
二
二
日
（
金
）

　
　
「
我
、
関
東
二
往
カ
ム
」

聖
武
天
皇
の
足
跡
を
追
う

　

目
的
地
：
亀
山
市
（
亀
山
市
博
物
館
・
鈴
鹿
関
跡
）

　
　
　
　
　

大
阪
狭
山
市
（
狭
山
池
博
物
館
ほ
か
）

　

集
合
場
所
：
吉
野
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　

 

ま
た
は
吉
野
町
中
央
公
民
館

　

集
合
時
間
：
資
料
館
は
九
時
一
五
分

 　
　
　
　
　

   

公
民
館
は
九
時
三
〇
分

  

②
平
成
二
八
年
二
月
一
九
日
（
金
）

　
　

空
と
水
の
ブ
ラ
リ
タ
ビ

　

～
末
永
雅
雄
の
目
で
見
る
～

　

目
的
地
：
吉
野
川
分
水
関
連
施
設

　
　
　
　
　

 

大
阪
狭
山
市
（
狭
山
池
博
物
館
ほ
か
）

　
　
　
　
　

 

藤
井
寺
市
（
津
堂
城
山
古
墳
）
な
ど

　

集
合
場
所
：
吉
野
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　

 

ま
た
は
吉
野
町
中
央
公
民
館

　

集
合
時
間
：
資
料
館
は
九
時
一
五
分

 　
　
　
　
　

   

公
民
館
は
九
時
三
〇
分

 

※
以
下
、
現
地
学
習
会
①
②
共
通

　

参
加
費
：
各
回
五
〇
〇
円
（
入
館
料
・
バ
ス
代
別
）

　

解
散
時
間
：
一
七
時
頃
予
定
（
交
通
状
況
に
よ
る
）

　

定
員
：
二
一
名　
　

要
申
し
込
み

※
お
申
込
み
が
必
要
な
講
座
等
へ
の
参
加
に
は
…

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
は
が
き
、m

ail

（PC

の
み
）
の

い
ず
れ
か
で
、　

吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
講
座
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
地
学
習
会
参
加
希

望
の
方
は
、集
合
希
望
場
所
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
二
十
七
年
度
秋
～
冬
季
実
施

吉
野
歴
史
資
料
館
主
催
事
業
報
告

現
地
学
習
会 

天
武
・
聖
武
天
皇
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

　

平
成
二
七
年
一
二
月
四
日
（
金
）

　

目
的
地
：
葛
城
市
（
石
光
寺
・
鳥
谷
口
古
墳
・
傘
堂
）

　
　
　
　
　

柏
原
市
立
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　

柏
原
市
（
石
神
社
・
智
識
寺
跡
ほ
か
）

特
別
陳
列 

宮
滝
１
次
調
査
、
前
夜
。

　

平
成
二
七
年
九
月
一
九
日
（
土
）

～
一
一
月
二
九
日
（
日
）

　

展
示
資
料
：
宮
滝
遺
跡
第
１
次
調
査
以
前
に
活
躍

　
　
　
　
　
　

し
た
宮
滝
の
研
究
者
た
ち
の
紹
介

　
　
　
　
　
　

パ
ネ
ル
、
藤
原
宮
跡
・
平
城
京
跡
・

　
　
　
　
　
　

法
隆
寺
・
荒
坂
瓦
窯
関
連
資
料
等

平成 27 年度冬季　吉野歴史資料館イベントのおしらせ

た  ぎ  つ

み  や
ど  こ  ろ

－１－ －４－

準
備
第
２
号
発
刊
に
寄
せ
て 

　

吉
野
歴
史
資
料
館　

館
長　

池
田 

淳

　

吉
野
歴
史
資
料
館
だ
よ
り
「
た
ぎ
つ
み
や

ど
こ
ろ
」
準
備
第
２
号
を
刊
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
第
２
号
が
皆
様
の
お
手

元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
史
跡
宮
滝
遺
跡
の
試

掘
調
査
が
緒
に
つ
い
て
い
る
頃
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
来
年
に
は
本
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
史
跡
宮
滝
遺
跡
の
整
備
計
画
も
一
段

と
具
体
性
を
帯
び
て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
準
備
号
第
１
号
・
２
号
と
発

刊
す
る
中
で
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た

こ
の
「
た
ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ
」
の
形
態
も
次

第
に
定
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
た
ぎ
つ
」

は
川
面
で
水
が
湧
き
た
つ
よ
う
に
激
し
く
流

れ
て
い
る
様
を
表
す
言
葉
で
、『
万
葉
集
』

で
宮
滝
を
詠
ん
だ
歌
に
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
誌
名
に
相
応
し
く
、「
た

ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ
」
で
は
、
吉
野
の
歴
史
や

文
化
財
の
情
報
を
、
わ
き
た
つ
ほ
ど
に
沢
山
、

て
ん
こ
盛
り
で
お
伝
え
し
て
参
る
の
が
本
誌

の
役
割
だ
と
思
い
至
っ
た
の
で
す
。

　

吉
野
歴
史
資
料
館
の
職
員
一
同
、
誌
名
に

恥
じ
な
い
よ
う
わ
き
立
つ
よ
う
に
頑
張
っ
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
本
誌
と

も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

モ
ミ
の
つ
ぶ
や
き

　

モ
ミ
で
す
。
先
日
、
た
ま
に
は
と
奈
良
県

葛
城
市
ま
で
お
出
か
け
を
し
て
き
ま
し
た
。

お
天
気
占
い
だ
と
、
曇
り
↓
晴
れ
の
日
。
そ

れ
な
の
に
、
歩
き
始
め
た
途
端
に
突
風
と
雪

が
降
っ
て
き
て
…
。
ボ
ク
、
カ
エ
ル
だ
か
ら

寒
い
の
苦
手
な
の
に
…
。
で
も
、
天
気
が
悪

い
お
か
げ
で
、
普
段
だ
と
み
ら
れ
な
い
景
色

も
み
ら
れ
た
よ
。
強
い
風
が
一
斉
に
木
の
葉

を
舞
い
上
げ
る
様
は
、
圧
巻
だ
っ
た
よ
！

　

そ
う
そ
う
、
そ
の
葛
城
市
に
一
本
足
の
不

思
議
な
建
物
（
傘
堂
）
が
あ
る
ん
だ
。
一
緒

に
行
っ
た
人
が
、「
し
い
た
け
育
て
て
い
る

人
に
ご
利
益
あ
り
そ
う
！
」
な
ん
て
言
う
も

ん
だ
か
ら
、
ボ
ク
も
だ
ん
だ
ん
と
し
い
た
け

に
見
え
て
き
て
…
、
お
か
し
か
っ
た
な
ぁ
！

　

さ
て
さ
て
、
最
近
の
宮
滝
の
お
話
し
。
吉

野
歴
史
資
料
館
が
冬
眠
し
て
、
春
ま
で
静
か

だ
な
っ
て
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
…
。

　

最
近
、
な
に
や
ら
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
賑
や
か
な

ん
だ
。
ど
う
や
ら
、
試
掘
調
査
っ
て
の
を
や

る
ら
し
い
。「
ナ
ラ
ジ
ダ
イ
ノ
リ
キ
ュ
ウ
」
っ

て
い
う
の
を
探
し
て
、
土
を

掘
り
返
す
み
た
い
だ
け
ど
…
。

本
当
か
な
？
何
か
分
か
れ
ば
、

ま
た
報
告
す
る
よ
！
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【調査速報】吉野山に眠るにぎわいのカケラを求めて―  「あの頃の吉野山はどんな姿だったろう」

準 備 第 ２ 号

吉野歴史資料館だより

　
　

い
つ
も

　
　
　

ご
参
加
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
♪



１
・
モ
ノ
ロ
ー
グ

　

藤
原
道
長
、
源
義
経
、
西
行
法
師
、
後
醍
醐

天
皇
、
豊
臣
秀
吉
…
。
吉
野
山
に
所
縁
の
あ
る

歴
史
上
の
人
物
の
名
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
そ
う

そ
う
た
る
面
々
が
紙
面
を
飾
る
事
に
な
る
。

　

ふ
と
思
う
。
そ
ん
な
彼
ら
が
活
躍
し
た
頃
の

吉
野
山
は
、
ど
ん
な
風
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼

ら
は
そ
の
時
、
ど
の
よ
う
な
姿
の
吉
野
山
を
目

に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

…
残
念
な
こ
と
に
、
今
に
伝
わ
る
文
献
資
料

等
で
は
、
我
々
の
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
に
足

る
情
報
量
に
乏
し
い
。
彼
ら
が
み
た
吉
野
山
を

復
元
す
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
不
可
能
な
の
だ

ろ
う
か
。
…
哀
し
い
か
な
、
完
全
な
復
元
は
非

常
に
困
難
だ
ろ
う
。
だ
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
復
元

な
ら
ば
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
は
、
紙
面

を
借
り
て
、
そ
ん
な
お
話
を
し
た
い
と
思
う
。

２
・
吉
野
山
復
元
へ
の
序
章
―
地
形
を
よ
む
―

　

あ
り
し
日
の
吉
野
山
の
姿
を
復
元
す
る
た
め

に
、
今
回
は
二
つ
の
方
法
を
用
い
る
。
そ
の
一

つ
め
の
方
法
は
、
レ
ー
ザ
ー
測
量
で
あ
る
。
吉

野
山
の
上
空
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
飛
ば
し
、
そ

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
発
射
さ

せ
、
地
形
測
量
を
行
う
の
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
レ
ー
ザ
ー
測
量
図
が
図
１
で
あ
る
。

　

レ
ー
ザ
ー
測
量
図
は
、
地
形
の
凹
凸
を
非
常

に
よ
く
記
録
す
る
。
等
高
線
の
地
図
と
見
比
べ

れ
ば
、
一
目
瞭
然
！
ま
さ
に
丸
裸
の
吉
野
山
を

拝
め
る
の
だ
。

　

丸
裸
の
吉
野
山
を
よ
く
見
る
と
、
山
の
あ
ち

こ
ち
に
“
平
場
”
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

お
か
し
い
。
山
の
中
は
斜
面
だ
ら
け
の
は
ず
。

な
の
に
平
場
が
あ
る
な
ん
て
…
。
人
間
が
開
発

し
た
痕
跡
で
あ
る
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
で
は

な
い
か
！
本
来
な
ら
、
山
の
中
を
あ
て
も
な
く

歩
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
平
場
は
見
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
机
に
座
っ
て
い
る
だ

け
で
で
き
る
な
ん
て
。
文
明
の
利
器
、
万
歳
。

　

実
は
近
年
、
こ
の
よ
う
な
レ
ー
ザ
ー
測
量
を

つ
か
っ
た
遺
跡
の
調
査
・
研
究
が
増
え
て
き
て

い
る
。
奈
良
県
内
で
は
、
箸
墓
古
墳
や
高
取
城

跡
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
（
橿
原
考
古
学
研

究
所
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
可
）。
ま
た
、
他
県
で
も
大

阪
城
の
採
石
場
跡
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
や
英
彦

山
（
福
岡
県
添
田
町
）
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
レ
ー
ザ
ー
測
量
、
吉
野
町
で

は
平
成
二
二
年
に
行
っ
て
い
た
。そ
の
目
的
は
、

吉
野
山
の
桜
の
保
護
・
保
全
の
た
め
。
だ
か
ら
、

レ
ー
ザ
ー
測
量
図
を
使
っ
た
吉
野
山
の
歴
史
研

究
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
だ
。
今
後
、
ま

だ
面
白
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
の
で
は
と
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

－２－－３－

あ
の
頃
の
吉
野
山
は
ど
ん
な
姿
だ
っ
た
ろ
う

３
・
吉
野
山
復
元
へ
の
序
章
②
―
踏
査
―

　

レ
ー
ザ
ー
測
量
に
は
ひ
と
つ
大
き
な
弱
点
が

あ
る
。
そ
の
平
場
が
、
い
つ
開
発
さ
れ
た
の
か

が
分
か
ら
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
使
う
の
が
も
う

一
つ
の
方
法
、
考
古
学
的
な
踏
査
・
表
面
採
取

で
あ
る
。
要
は
現
地
を
歩
い
て
、
昔
の
人
の
ゴ

ミ
な
ど
が
落
ち
て
い
な
い
か
探
す
の
だ
。

　

レ
ー
ザ
ー
測
量
図
で
確
認
し
た
平
地
を
目
指

し
て
、
山
の
中
を
さ
ま
よ
う
。
鹿
の
鳴
き
声
が

遠
く
響
い
て
、
な
ん
だ
か
怖
い
。
そ
れ
に
負
け

じ
と
歩
を
進
め
、
平
場
に
つ
い
て
み
る
と
…
。

見
つ
け
た
！
昔
の
道
具
の
カ
ケ
ラ
だ
。
こ
の
カ

ケ
ラ
の
使
用
時
期
が
分
か
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

平
場
の
開
発
時
期
が
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
カ
ケ
ラ
に
よ
っ
て
は
、
も
っ
と
多
く
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
、
吉
野
山
で
踏
査
を
行
っ
た
場
所
は
、

主
に
奥
千
本
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
。

こ
れ
ま
で
に
土
器
（
須
恵
器
・
土
師

器
・
黒
色
土
器
・
瓦
器
・
山
茶
椀
・

瓦
質
土
器
・
青
磁
・
陶
磁
器
）、
瓦
類
、

銭
貨
、
近
世
の
墓
碑
、
石
仏
（
お
地

蔵
さ
ま
）、碁
石
？
、壁
土
？
、石
臼
？

な
ど
が
確
認
で
き
て
い
る
。

４
・
現
状
の
調
査
速
報

　

こ
の
調
査
で
何
が
分
か
っ
て
き
た

の
か
。
調
査
継
続
中
の
た
め
不
確
か

な
内
容
を
含
む
が
、
述
べ
て
み
た
い
。

　

一
つ
目
。
吉
野
水
分
神
社
周
辺
等

は
古
代
、
西
行
庵
周
辺
は
平
安
時
代

終
わ
り
に
は
、
開
発
が
始
ま
っ
た
よ

う
だ
。
こ
れ
で
、
各
時
代
の
吉
野
山

の
範
囲
が
推
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

二
つ
目
。
金
峯
神
社
や
吉
野
水
分
神
社
周
辺

等
に
未
知
の
寺
院
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
辺
り
の
寺
院
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
記
録

し
て
い
る
文
書
は
寡
聞
に
し
て
聞
か
な
い
。

　

三
つ
目
。
中
世
～
近
代
に
か
け
て
、
奥
千
本

が
非
常
に
栄
え
て
い
た
こ
と
。
現
存
し
な
い
？

山
上
講
の
茶
碗
や
江
戸
時
代
の
絵
図
に
描
か
れ

て
い
る
社
寺
の
跡
な
ど
が
確
認
で
き
た
。ま
た
、

中
世
の
高
級
陶
磁
器
・
青
磁
も
採
取
で
き
た
。

　

四
つ
目
。
豊
臣
～
江
戸
初
期
の
遺
物
が
妙
に

少
な
い
事
。
こ
れ
は
大
き
な
謎
で
も
あ
る
。

　

…
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
だ
が
、
紙
面
が
尽
き
て

し
ま
っ
た
。
残
念
だ
が
今
回
は
こ
こ
で
筆
を
置

か
せ
て
い
た
だ
き
、続
報
を
お
待
ち
願
い
た
い
。

【
調
査
速
報
】

吉
野
歴
史
資
料
館
学
芸
員　

中
東　

洋
行 

図１　吉野山　レーザー測量図（部分 ・ 西行庵～安禅寺蔵王堂跡周辺）

図２　吉野山採取の遺物（一部）


